
The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The  Society  ofNaval  Architects  of  Japan

                                                                                79
                                      '
           '

                   (agip 22 4  5 A 18 HSmaesgncMe#$Xecgtats-CMrk)
                                                              7
                 '

         A.  Ise es nR ig mems  g lgnemx-- lby izk fi ee t: nt1
                                    (lj 1 X)

                                     fi fi xes ±  re 2ES rv iik3"

                                     -it fi ･ ts,･･J[i. 
,E!Il

 iitl!-`
                                     '
                                                       l                                      '
                                       Abstract

      
'
 . A  New  Msthod  of  protect:ng Wood  against  Marine  Borers.

       By  Shizue Mawatari, Rigakushi, Member,  and  Tadao  Kagawa,  Associate Meonber.

         Dgring  the  last five years  the authors  have  supervised  11 series  of exposure  tests,

    ranging  from  6 to 25 months,  of  Japanese cedar  $aniples  tested in various  ways  to prevent                                              '

    attack  by rnarine  borers. Some  of  the new  methods  were  applied  to more  than  20tships

    sailing  to the, southern  seas,  but unfortunately  mest  of  them  were  lost or  destroyed  before

    ade'.uate  tests could  ,be completed.  .

         Protective inethods  generally  in tise for･saving wooden  ships  from borers are  either

    chemical  or  mechapical.  The chemical  method  kills the  bore"s by painting  or  jnjecting
                   '

    preservatives  
or

 
toxicants

 
into

 
the

 
wood.

 
The

 
mechar}cal

 
method

 prevents  
berers

 
from

    reach:ng  the  timber  by sheathing  {t with  sh,eet metal  or  specially  treated fabric. Observation

    of  exposure  tests on  materials  treated by these twe  methQds  have giveti the following

    results:  -
           v

      l> Painting  the  exposed  surface  with  a  chemical  substance  harmful or  disagreeable to  

'

           - i

    rnarine  borers such  as  coppLer  paint. is commonly･  practiced as  the  most  effective  and  practical

    :pePhod  in u･3e at  present. This method  is not  permanent  because the protective substance

    either  gradually leaches  out,  or  the  ceating  itself is destroyed  by abrasion  in a  very  short

    time.  Subsequently  frequent docking.and renewal  are  necessary.  
'
 

'

      2) Sheathing the  bettom  witii  an  outer  board  wth  an  intervening  layer of tar 
'paper

 has
           ! j        t.
    been comsrdered  resistant,  but  their experimerits  t/how  it quite ineffective against  both sh'p-

    wGrms  and  boring crustaceans  over  a twe  ye3r petiod. 
'
 

'

      3) Impregnatin] the wood  with  pre  ervatives  "nd texicant: is cons  dered  better than

    g60iptinagrL l:tl5etshieaibaJeg.e 
aM?urits

 
Of

 
impregriants

 
neces

 
ary,

 
and

 
tlte

 
increase

 
of
 
weight

 
to
 
the

      4) So far as  the weighti  concerned,  sheathing  the bottom  of a  shi'p with  thin  wo6tl  im-

    pregmated with  creo3ote  or  copper  hydroxide is better than  injecting the  hull itself. But

    :ulet 
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                                                                '
         No  chemical  method  depending  on  tox'city  lasti- over  one  or  twe  years.

     
'"

 Next they  tested various  met4ods  of  hpplying'soluble 
'ur:ne

 resin  eom'pdunds,  whicij  ･-

    may  be  so  t[eated  as  to make  a  hard, urtsoluble  outside  layer, giving  mechanical  as  .well                                                              /t
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res 歪n 　compo 岨 ds　may 　be　apPlicable 　for　the　 outer 　protective　boards 　of　ship ．

　3）　Sarnples　sheathed 　with 　thi艮 boards 　injected　with 　 ur ∫ne 　 resin 　compounds 　lasted　 two

years 　aga
’

nst 　borers．　　　　　　　
’
　　 ・／

　4）　A 皿 other 　important　result 　of　this 皿 ethod 　i§ the　 waterproof 　 qual　ity　imparted 　 to　 the

woodtself ．　The　weight 　of　samples 　after 　two 　years　 test　 in　the　sea 　showed 　onIy 　lO−20％
lncrease　remakably 　lower　thaゴ　that　 o ＃

’

the 　 other 　 methods 　 which 　 allow 　 sometimes 叩 to

12  ％ increase 洫 weight ，

1． 緒 香

　我 國 の 木船が フ ナ ク イ ム シ 及び キク イ ム シ に よ つ て 喰害され る た め に 生 ず る 損失は 極 め て 大きい に か X わ ら

ず ， そ り 防除に關す る研究は遲 々 と し て 進まなか つ たが ， 今弐 の戰爭を契機と して 漸 くこの 問題 の 重要性 が 認 め

られ ， 各方面に於て 活竣な研究が行われ た 。

　 　 　 　 ナ

　筆 者等 も 1942 年以來ご の 硯究に 着手 し ， 以 來短き は 6 ケ 月 長 きtt　a ケ 年 に 亙 る前後 11 囘 の 溪 漬賢顳 を 行 つ

て 丿 最近一應の 結果 を得た の で こ N に報告する次第 で あ る 。

　試作品 の 浸漬は 主 として 横濱市鶴見區日本鋼臀購内岸壁及び 千葉縣小湊町水産講習所附屬臨海蜜驗場内水槽 に

於 て 行い
λ
一部は 千葉縣太海村地先 ，呉寧港 佐世保軍港及び ト ラ ッ ク 島に於て も行つ た 。 又實際試驗と して ほ

上陸用舟艇約 20．隻 ・ 魚雷艇6 隻及び 300 噸合板船 3 隻 に諸種 の處理 を 施 した 。 しか し浸漬試驗標本 の 流失 et　3

囘 に 及 び ， 試驗胎 は 全滅 し・軍港關係 の 結果は燒失 し豫期の 結果を知 り得 な か つ た 部分が 甚だ多 く ， 從つ て 今囘

の 報告 は筆者等の 意 に みたぬ點が少 くない
。 殊に我 々 の 目的と した所は早急に 有敷な處理法を見 出 し て 實際 に施

fi’3一るに あつ た が た め に 、 詳細 な 理 論的系統的研究を 敢 え て Ptttた 。 こ の 方面 に 帥 ・て は 今年度 よ り新 た に 研究

計晝を た て て 着手す る こ ととして い る。

　本文 に 入 る に 先 だ ち ， 各種 の 援助 を 賜 つ た 資源科學 砺究所 岡田彌一郎博士 ， 茅 ケ 崎製作所長千 葉 四 郎 氏 ・同研

究部中川毅陸氏 ， 孚井勇邉氏， 日本油化株式會瓧唐澤武雄氏 ， 小湊寳瞼場猪野　峻氏に對して 潔く謝意を表 し・

’

叉後牛期 に 補助 を 與 えられ た 日本學術振興會第 2q 特別委員宵， 及び 多 くの 示唆を與え られ た全科笏連研究隣組，

各位 に 對 し感謝す る 弐第 で あ る 。

丶

2． 防除方策の 生物學的基磴

　
一般に 或る生物に よる害を防除す る た め に は ， そ の 生物自身 の 生物學的知識を正 確に 把握 して 置か ねば な ら蹟

こ と は 言 うま で も な い 。 今 こ こ に 木船 を喰害す る フ ナ ク イ ム シ ， キ ク イ ム シ 等 の 生 理 及 び 生 態 を要約す る と弐の ・

諸點 となる 6
1234幼蟲は 木材 以 外 の 物薩 に で も附着 し得 る が 7 木材以外 の 物を喰害す る こ とは な t・

。

木材 に 穿孔す 菟の は 專ら介穀及び 口器の 機械的蓮動に よ る 。

穿孔 に よつ て 生 じた木屑 は淌化管を逋過 し ， 蟲は 之 に よつ て そ の榮養を保つ て い る 。

7 ナ イ ヒ ム シ は そ の 侵 入 し た木材 の 近 くに他 の 木材があつ て もそ の 申間に わず か の 室間 が あ る 場合 それ を

越えて 他 の 木材 に 喰 入 る こ とが出來ない
。

．

「
　 以 上 の 諸點を 基礎 と し て 從來行われ て い る諸種 の 防除法を再瞼討 し，その 長短を知 る こ とは 防除方策の 方向 を

　　
勢
　 資源科學 研 究 所第二 研 究 部業績第 ユ08

　　　　木 船 虫 害防除 に 闘 す る 研 究 （Stud
’
es 　on 　ths　conservation 　of 　wooden 　ships 　 against 　marine 　borers）

　　　　第 2
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決定す る慧昧に於て 重要で あ る。
よ つ て 我 々 筺先ず此 に對して 幾つ か の 豫備實驗を行つ た o

’

3． 塗料に對ナる豫備賓驗

　木船艢底を塗裝する こ とはあ ら ゆ る 場合に 行われ ・ そ の 有毒成分 と して 銅化合物が重用され て い る こ とetpa知

の 事實 で あ る o 塗裝は實際施 行上最 も簡

便で あ り， 理論的に言つ て も船底のk面 　 　 　 　 　 　 第 1ノ 固

を木材 と異る物質で被覆す る の で あるか

ら ， 加霽動物の 最 も幼弱 な時期に 之を防

除す る こ とが出來るわけ で あ る。 しか し

實際問題 と して 塗裝は必ず或る時間後に

は 剥落 し去つて ， その 後に は 無防備の 木

材面が露出す る 。 從 つ て 塗裝は塗膜が完

全 な限 り極め て 有敷 で あ る 代 り ， 斜落に

よ る 露 出 が時間の 經過 と共 に 増夫ナ る と

い う點 で 極め て 不安寧な危險率の 高い方

法 で あ り ， そ の 缺陷 を補 うに は 少 くと も

年二 囘の 塗換を必要 とする 。 從つ て 先ず

剥落 し ない 塗料を 探 求せ ね ぼ な ら ない こ

と となるが ，
一體剥落の 原因は 何 で あ ろ

　　うか 。

　　 船體が 航行に よ る急激な水流に洗われ

　 振動 や ひず み に よ つ て 動か され ， 波浪や
　 J

　 他の物體に よつ て 衝撃を うける こ とは最

　 も明か な斜落の 原因 で あ る が ， 今
一つ 重

’
要 な原因は塗膜自身の 膨潤現象 で あ る 。

　 塗料を構成す る 油ワ ニ ス 及び顔料が 吸水

　 性及び透水性 を有す る こ とは 周知 の こ と

　 で あ る が ， その た め に 塗膜は 膨潤 して 結
．

　合力を減 じ
孑

これを透過 した水は木材を膨脹せ しめ て 剥落を容易辷する。 從つ て 從來の 組咸を 以 て 製作さ れ た塗

．料 を用い る限 りこ の 防止 の 塑み は うす い
。 しか も從來行われて 來た毒物に よ つ て 防除 しよ うとい 5考え を基礎 と

　して 塗料を構成す る場 合， こ の 缺陷は寧 ろ墻大す る よ うで ある 。 即ち塗膜内の 毒物が附着す る幼蟲に 觸れ て 之を

　殺 し， 541t．穿孔す る成蟲の 淌化管に 入 つ て 之を殺す た め に は ， 少 くとも水落性 で な くて は な らぬ 。 易溶性の 毒物

　は 強力で あ る が その 敷力は 急低下 し ， 敷力 の 永練性を志 せ ぱ難溶性の 毒物となつ て その 殺蟲力 が 減ず る とい う矛

　盾 の 外 に ， 難易に 力砥 わ らず或程度 の 水溶性を有す る以 上時間の 經遏と共に 吸水 と溶出 に よ る敷力の 減退を絶對

　に 遽 け得られぬ とい う根本的な矛盾 を 克服す る こ とは 出來ない 樣で あ る 。
こ の 意昧 に於て 若 し塗膜 が 剥 落せ ねば

　無毒の 塗料で あつ て も剥落
1
し易い 有毒塗料 よ り も防除效果が大で あ る可能性があろ う。 筆者等の得た結果 の

一
例

1
を第 1圖に 示 し た 。 　　

．
　 1

　　塗裝 し た木材 の 吸水に よ る重量 の 壇加 を 見 る と （C ， P ）そ の 吸水す る早さは無塗裝の 素材 （W ）に や 工 劣る が

　結局は夫差は ない 。 又之を 剥離 しや すい 外海 に 浸漬し た 場合 （c
／ p）と ， 剥落 の お それ の 少ない 水權 中に浸漬 し

　た 場合 （c
ノ・P

ノ

）どを 比 べ る と ， 前者 の 喰害は 明か に後者 の そ れ よ り甚 しい 。 そ して こ エ そ注目す べ きは 有毒塗料

　と し七最も有敷だ と考えられて い る コ
ッ ー g　．一ペ イ ソ ト塗裝片を外海に 浸漬

・し た 場合 （c ）の 方が 3 無毒塗料塗裝片

　を水槽に浸漬 した 場合 （p
ノ
）よ りも喰害率 が 高 い とい う點で あ る。

　　この結果か ら見れば防除敷果を左右する もの は有毒物質の 有無強弱よ りも塗膜め剥落の 有無で ある こ とは 明か

N 工工
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で あ る ・ 筆者等は ひ に 於て 毒物に よ る防除方策を遞け別 の 方策を とる こ と U た。

　　　　　　　　　　　　　　　4・ 申間層塵理に對ナる豫備實驗

現在木船 の 浸水部分に厚 さ 2・5 糎程度 の 杉の 包板を 張 る 方法が廣 く用い られ て いる。 之は第 2章第 4 に詑 L た

生態學的事實を應用 し喰害を包板に 止 め

それ 以上船體へ 侵入す る こ と を防ご 5と

ナ る もの で あ るが ， 現實の 施 工 朕況を見

る と ， 包板と船體と の 中間に 必要なだけ

の 塞間を置 くこ とは 困難 で あ る た め ， 單

に包板をそ の ま S 釘 で裝着す るか ， 或は

コ ール Pt　一一ル を塗裝 した上 に包板を裝着

す る か の 方法 を 執つ て い る e

　
’
單に 包板を 重ねた場合， 包板を喰害 し

た フ ナ ク イ ム シ 成蟲が容易 igts板に 貫通

して 行 くこ とは 既に 大島泰雄氏 の 報告が

あ る o コ ー
ル タ ー

ル 塗装の 無效な こ と も

旛野峻氏 の 報告があ る が 丿 筆者等 もこ れ ．‘

を 迫試 し て 第 2圖 の 如き結果を 得た o 水

は 包板を 透 し コ ール タ ール 暦 を 通過 し て

，丙板に 残易に澤入 し， 蟲 も亦或る期閥後

に は こ の 層を 貫通 して 丙板に 喰入 る 。 圖

’

に見 る 如 く包板ヵ
：完全 に そ の 使命を果 し

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●
得る の は約 9 ケ 月聞であるか ら ， こ の 方

法に よ つ て 丙板の 喰害を未然に 防こ うと、

す る に は 頻繁に 之 を更新するか ， 包板の

厚さ を 壇 し て 内板に喰入 る まで の 期間を

の ぼ す か の 嘩 しか な く， そ の 何れ も木

材の浪費ほ甚しい
。 殊に 2 ケ 年後にけ丙

・

馳・
　

』
　　 第　2　圓

、

板の 斷面喰髀 が 幻 ％ に 近 く勧 韆 醸 の 危囎 を歯 が ， こ の 樣輔 鯤 賄 難 雛 信され て い る 妙 オ

ソ ート尸 ・ ）“・一ペ イ ソ “で も見られ ・ 鞴 等 は 一般 に 信 じられ て い 賄 識 膜の 效果蹴 い て 膿 疑的 な態度

を持た ざるを得なか つ た 。

5
． 注入に對ナる豫備實驗

　塗料 が極 め て 剥げ易 く ・ 且 つ その 剥落が塗料 自身 の構成 に原國を持ち ， 又脂の航行に 俘 う外的原因 も之を迸け

．る こ とが 困難 で あ る 以 上 そ の 敷果が 專 ら そ の 塗膜の 永績に か L る こ と は涌述 した が ， 之 を解決す る た め に は 塗料

乃至は そ の 毒成分 を木材丙部に注入 す る こ とが考えられ る 。 純粹に防蟲敷果を考 え る場合今後に 於て は塗裝に よ

る方法 よ り注入 に よる方法 へ と進むべ きで あ る とい う議論は ， 日 本學術振興 會第 22 特 別 委員會に 於 て も壓倒 的

で あつ た 。 筆者等もζれ に賛意を表する もの であ る が 丿 こ の 方法に於て も注入される物が水溶性の 毒物を 主眼 と

す る 場 島 果 し て その 敷果は 永績的で あ り得 る か とい う點に 疑問を抱野た 。 こ の た め に 行 つ た實驗結果 を圖示す
’
る と第 嫺 の 如 くで あ る 。 即撮 も古くh・66 毒勃質と して 防蟲效果 の 鰡 紐 て い る 〃 オ ソ ー トを用い ， 之

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト

を厚さ 2mm 及び 10　mm の 板に注入 し之で杉材片を包 ん で 浸漬し ， 2 ケ 年聞その 朕況を觀察 した 。 し か る に 同

一率で注入 し た 二 枚の 板の 中 2mm の もの L 防蟲敷果は 1 ケ 年を越す と限堺點に 蓮し ， 10m πi の もの はそれに
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、牛年 お くれ て 同様な限界點に達 ナる 。 こ の 事は ク レ オ ソ ｛トの 毒性が時聞の 經過に拌つ て 吸永す る に つ れ て 水中

に 溶出急低下 して 行 くこ とを示す 。 脚ち注入 され た毒物は板の 表面か ら順次溶出 し内方に 向つ て 濃度 の 傾隸 が 出

　　　　　　　　　　第　 3　 圖

％

80

60

40

1
　　　　　　　 來，先ず最 も重要な外表面 が毒性を失い

　　　　　　　　無防備となつ て 害蟲 の 侵 入 を許す こ とに

　　　　　な り， 之が家第に 丙部 に 及ぶ の で あ る 。

　　　　　 從 つ て 注 入 毒物 の 效果を 永續 ざせ る ため

　　　　　 に は 注入 す べ き木材は厚い 程よ く，當然

　　　　　 の 結果と して 注 入物質は極 め て 多量とな

　　　　　 らざる を 得ない 。 こ の 事 は 注 入 法 の
一

つ

　　　　　 の 矛盾で あ り，．しか もな お效力 の 漸減を

　　　　　遞け得られぬ 點は 注目を 要す る o 特に こ

　　　　　 の 方法は 航行の 必要上諾體重量の増加 を

　　　　　好 まぬ 木造船 に は 不 適當 で あつ て ， こ の

　　　　　點 は 棧橋等 の 場合 と 同
一

覗す る こ とは 不

　 　 　 　 　 可 で あ る。

　 　 　 ノ

6． 毒物によ らぬ防除の

可能性

　　　　 　　　　　　　 以上 の 小蜜驗に よつ て 毒物に よ る 防

　　．o 　　　　 除 が必ず し も完全 で ない こ と を明か に し

　　　　　　　　　　　　　 t2 』
　　　　　　　 24 弓　　 た が ，し か ら ぽ毒物窟用い な い で 防除す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 る こ とは 出來 る で あ ろ うか 。　　
1

　こ Mc 於て 第 2 章 の 第 2 項 を 囘顧ナる必要がある 。
フ ナ ク イ ム シ もキ ク イ ム シ も その 穿孔は 介殻及び ロ器 の麼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
擦乃至打鑿 に よつ て 行われる もの で ある な らば ， これ等の もの が 穿ち得る もの は 此等 の もの よ りも硬さ の 劣る も

の で な くて は な らぬ 。 船用材 た る杉板 が喰害され る こ とは 一面 に 於て は その 硬度が 介穀及び 口 器 よ り も低 く しか

も之 が吸水膨潤に よ つ て 急速に軟化する こ とを示 して い る と も言 える 。 從つ て 硬度の 高い 木材な らぱ喰害を受け

ぬ で あ ろ うし・叉硬度 の 高 い 塗膜を 以 て 覆 うか ｝木材を 處理 して 硬化 し 得 る な らぱ 防除の こ と も 目的 を逹 し得る

筈であると考えられ る。 　　　 ・

　事實南津地 方の 様な 強力な穿孔動物 の 多蓙 す る 所 で も材 質 中に 硅酸 を 多量 に ふ くむ カ ジ ユ
ー ナ ニ

， グ リ ソ ウ

ッ ド等の 如ぎ木材は長期間 の 浸漬に耐え叉その地方に於て は 防除の ため に ア ス フ ア ル ト， 石荻等 の 如き硬 い 麦面

を與え る もの を 厚 く塗つ て 用い ， 叉歐米 に 於 て も棧橋等 の 脚部 を ゴ ソ ク リート，金 屬板等 で 包 む こ と が 行わ れ我

國 に於て も同樣な方法を以て 防除敷果をあげて い る例がある 。

　若 し適當 な 硬度を 得 る 塗料が 得 られれ ぼ ， 之 は 毒性 を 發 揮 す る 要 が な い か ら膨潤性を有す る必 要 は な く，從 つ

て 剥落 の 最大原因 の一を矛盾な く除去す る こ とが出來て その 永績性ほ 墻す で あろ うし ， 之を包板 の 下 に 中間暦處

理 と し て 用い れ ぼ内板は 殆ど完全 に 防蟲 し 得られ ・叉之 凝 注入 すれば木材の厚薄に よ る效力差は なくな り從 つ て

薄板を 用い る場合に は その 注入量 を節約す る こ とが出來る で あ ろ うと思われ る 。

　筆者 等は 毒物に よ る防除試驗に度々 失敗し た經驗よ りして 從細 究對象 として 殆ど販接われ て い な い 此 の硬度

に よ る防除方策に力を注い だ。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7。、木祠の 吸水 問題

　前詑の 諸章に 於 て 筆渚等は 防除效果 と關連 して 常に 木材の 吸永に よ る 重量壌加 の 割合を 問題と して 來た 。

’
從來船底處理方法 の 研究が行われ る場合に ， 殆ど吸水 の 問題が 取扱われ なか つ た こ とはすこ ぶ る 不悪議な事で

あつ た と言つ て よ い 。 吸濕吸水 の 問題は陸上 の 木造建造物 に 就い て は 古 くか ら問題 と・され，建築用材の 腐朽が吸

濕を そ の 根本原因 とす る こ とが 明か に され て い る 。 木船に 於て も船體 の 吸水は 同樣に 腐朽の 源 因ζな るの みで な

く・ その た め に起る用材の膨脹は般瞹紐立の弛綏の原圜 と な り、 金屬釘を腐蝕し； 強度を減じ， 特に上架に よつ
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て 時 々 筌氣中に乾燥され る場合等乾濕に よる收縮膨脹 の 繰返 しに よつ て うけ る船饐の弛緩は甚 し く， 種々 の 不都

合 の 因 と な る 。 その 上吸水 に よ つ て 胎體 の 重量は約 2倍に も達す る か ら速度 の 減少 ， 燃料の 墳加 は 免れず ， 寧 ろ

吸水による被害は明か に 目に は見えぬけれ ども却つ て喰害を凌駕す る と も思われる。

　從 つ て 韶底處理 の 問題 は 防蟲 と共に 防永を か ね得る こ とが望 ましい
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 8・　實驗の 經過概要

　筆者等は 上記g よ うな 批判分析 と李行 して そ の 蜜證 を得 る ため に 次表 に 示す實驗を 行 うに 當つ て 處理前 の 素材

の 表面積 ， 體積 ， 重量を計 り・之に各種の防蟲處理 を 施 して 海申に投入する際再び重量を は か つ て 處理 に よ りて

堰 加 した重量 を 算出 し ，
一定時日後引上 の 際に は 表面 の 附着物を 掻 き落 し水 を 拭い 去 つ て 三 度重 量 を 計 り， 之 に

よ つ て 浸水に よ る重量 の 壇加を 記録し た。　　　　　　　　　　　　　　　　　
‘

實 驗 經 過 概 要

1朝 撚 馴 引 上 舶 1融 蜩 1
’
實 軈 酬 實　　　驗

12345678910U’42’租　 25
，42K 　 23
’42xl 　 25
，43　T　 25

毫3T 　26
，43vr 　 2
，44　V　 10
’
44 】【　 26
’45　N　　5
，451亙　　5

．
’45　M 　 ls

’43 樋　 10
’43 ．X　　3
’44　1　 25
，43　− 　 25

’44 「

旺　　1
’44　1　 25

，44 粗　　1
，

萄 鴨　15

’45 ∬　 工8
’47 】V　 5
’47 】V　　5

約13ケ 月 　鶴 見 岸 壁

　 12　　　　　　　 〃

　 13　 　 　 　 　 　 〃

　 6　　　　　　 〃

　 ユ2　　 　　 　　 〃

　 7　　　　　　 〃

　 6　　　 太　海 ．村

　10　　 鶴 見 岸 壁

　 9　　 小 湊 水 槽

　 25　　　　　　 〃

　 　 　 　 　 　 　

　 17　　　　　　 〃

丙　 溶 　 綜
素枷 塗装 ， 包板 ， 申間勵 合板

注 入 ， 合板

塗裝，包板 ♪ 申間暦

塗装

注 入

素赫

素材 ， 注 入 ，塗裝，包板

素材，塗料，注 入 ， 中間暦，合板

素材 ， 塗料 ， 注入 ， 中間鳳 合板

塗料 ， 注入 ， 中間暦　　
’

塗料 ， 中間暦

淞

鍛

　　　。考濡蕪漏 あ。 。 ， ，纛藤 。 。 ，，，、辰ん轟「厂
一 『

　
．
夊そ の 蝕害程度を 表わす た め に は，引上後浸漬片の 木理 に 直角な數個 の 斷面を つ くり， それ に 現われ た蝕孔 の

．數を 算 え， 9 つ そ の孔の面積を黜 して 全翫 鱶 と の 百分比疑 っ 噛 醺 騨 と し た 。

　浸濱期間中に も
一

定時 日後の 重量 と侵入 し た蟲 の 呼吸用 に 伸出す る 水管の 數 とは 順宍 に 計 つ て 之を 以 て 蝕害進

行の 指標とした 。

　行 つ た賓驗は 素材 16 種 ， 塗料 25 種 ， 注入 23 種 ， 包板 13 種，中間處理 14 種 ， 合板 11 種 で あ つ て 之 を

歟囘繰返 したが ， そ の 詳細 の 記録は 日本學術振興會第 22 特別委員會報告及び資源科學研究彙報に ゅず り ， 弐に

は その
一

部 を記すに止め る 。

9．　 塗装實驗の結果の一例

塗 料

コ ー 1レ タ 冖 ル

ク　 レ 　 オ
』
ソ　

ー
　 ト

無 毒 ペ イ　y ．ト

コ ッ パ ーペ イ ソ ト

硫 酸 銅苛 性 ソーダ

硅酸 ソ ーダ； 亜錯華
「油　化」　塗　　料

ビ 　　＝ 　　ロ 　　ー　　ズ

重　　量 gr・ 1 重量壻加 gr・

贓 矚 纏 摩薫繁 合 計

146．5151

．2146

．8149

．1150

．7152

．7143

．4155

．2

169．6161

．2161

．1166

．3155

．7176

．416

王，6167

．1

312．2329

．9302

．6318

．4312

．1322

．9256

．9213

．71
　 　 　 ［

21．210

．014

．317

．25

．023

．718

．211

．9

14・2．6168

．7a41

．5152

．1156

．4146

．595

．346

．6

163．7178

．7155

．8169

．3161

．417e

・．2113

．5
’58．5

2年浸水後斷面積
　1U　cm ：

當 り

蝕害孔數　蝕害面積

？625181

．52122116

8．33

．12

．30

．42

．82

．61

．30

．9

塗面剥離率

　 100
　 10D

　 ユ 

　 　 3．／

　 　 ？

　 15

　 10

　 　 3
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8［i

再。驫 繭 膿：；1鸛 ll：：113．4　　　48．1　　　6ユ．5

20．3　　 23．4　　 43．7

4
’
　　　　 0．8

0．5　 ρ　0。1

31

　　 備 考　1） 硫酸鋤 苛 性 ソ ーダ とは 硫酸銅 10％ 液 を 塗 布後苛 性 ソ ーダ 5％液 を塗布 し ， 水 酸 化 銅 を沈着

　 　 　 　 　 　 　 せ し め た も の
　 ’　 　　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　 ら

　　　　　 2） 「油 化 」 塗 料 と は 日本油 化 株式會社 に 依頼 し た 試 作品で 松根油殘渣 を 主 成分 とす る
。

　　　　　 3）　ビ ＝卩 一ズ ，ユ カ ロ
ーズ は 何 れ も 稍 酸 纖 維 素 塗 料 で 夫 々 茅 ケ 崎 製 作 所 及 日本油 化 株式 會瓧 の 試

　　　　　　　 作 品 で あ る 。

　　　　　 4） 標本 は 10× 15x3cm の 杉材 を 用 v ・　7c　。 以 下 特 記 せ va　S の は す べ て 同 寸 法 で あ る 。

　以上の 中 コ ッ パ ーベ イ ソ トξ 硅 酸曹達 ・亜鈷華 ， 油化塗料 ・ ビ ニ P 一ズ ，
ユ カ P 一ズ ， 合成樹脂接着 鶏 の 六 緯

は 1 年浸水 で 全 く蝕害を受け な か つ た もの で あ る 。 こ の 事 は 從來の 實驗が 殆 ん ど 1 年 間の 結果 を 以 て 效力の 到痒

を し て い た事に對する反省を要求す る もの と思われ ， 今後の 防蟲處理 は 數年間その 效力 を保ち得 る樣な もの の 探
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

求 え向わねば ならな い こ とを振唆す る もの で あ る 。

　叉蟲害の 多 少 が塗料 の 剥離 に 關係あ る こ と もほ k’こ の 結果に よ つ て 推測され る 。

10． 中間層處理賓驗の 結果

申 間
　　　柄 板重 量 9・・
暦

晦 前 羨
鞭 ラガ

コ 　　ー　　ノレ　　タ　　冖　　ノレ

コ y　 ・“

’
　一 べ i ソ ト

ク　　レ 　 オ 　　ソ　　　　 ト

硫 酸 銅，苛 性 ソ ーダ

由ワ

ビ

ュ

化」　 塗
ニ 　　　　ロ 　　　　冖

カ　　 ロ 　　 ー

・
料

ズ

ズ

合 成 樹 脂 接 着 劑

153．7164

．216

工．5177

。3

ユ56．5151

．9170

．4168

．4

301．13D4

．9327

．9348

．2288

．1193

．4213

．
2195

．．5

よ

墳
に

蚤
水
重

吸
る

加

147．414e

．7165

．817Q

．9131

．641

．542

．827

．1

2 年澄水後 、 斷面積 10・cm ！

當 り

華噸 繁
蝕
翻

板蝕
姦奮噸

5459

如
 

錫

627163

7．8B

．57

．68

．2璽
6．76

．97

．3．

8．4

211724

．

23・

13　，

660

4．83

。53

．94

．12

．7L41

．10

　　　儲 1） U 材 15即 × 3　cm を騨 と し ， ．・そ
の 鞭 嘘 藤 晶 を尠 之 を 2mm 厚 さ の 鯱 理 の ブ ナ

、
　　　　　　　 包 板 を 以 て 覆 うた o

  こ の 内 1 ケ 年後に内板 が 全 く雛 を うけな か つ た の は … ・一ベ
イソ ト ・

ピ ・ ・ 一ズ ・ ユ カ 恥 ズ ・ 合成樹脂

犠 着劑の 4 種であ つ た 。

11． 注 入實驗の 結果

藥
｝ 重　　量 　 …　　　 重　　　　　　　　　　　　　　1
廨 前 注 膿 評

水
摩

こ よ

製
こ よ

合 計 1蝕割 激 蝕繍

量 増 加 　1靄蘚蠻り
酷

コ 　ー　ル
’

タ 　ー　ル

ク　レ 　オ　 ソ ・一　 ト

硫酸銅 ， 苛性 ソ ーダ

コ ツ パ ー ベ イ y ト

ζ　
ニ

　
ロ

　 7 　 ス

鰮 　　　　　　 油 、

ク　　レ 　　ゾ 　 ー　 ル

合 成 轡 脂 接 澄
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．142．3147
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．7
．151．8148
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113．779

．45S
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ゆ

12（｝．299

．．51
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。221

．3113
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．2・
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（］7．41S7

。6
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住 入 が 塗裝や申聞暦處理 よ りも效力 の 大な る こ とがよ くわ か る が ， そ の た め に 重量が重 くな り遏 ぎる缺點が あ

る 。
1 年 目の 成績で は コ ール タ ール と Pt・V ゾー

々を 除 く他全部 が 無綾害で あつ た 。
ク レ ォ ソ ー

ト及び鰮油は註入

量を壌加す る こ とに よっ て 防蟲性 を壌す こ とが 出來るが ♪ 家第に 流失して 行 く以上遶か らずそ の 效力を失 うもの

と考 え られる ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　12． 包板注 入實驗の 結果　　　
』
　　　 一

　木船の脂體その もの に注入 すれぼ その敷 力あ永績を望 み得るかわ り． 藥液量が莫大εな り重量壜加 も薯し くな

る o こ の 矛盾を解決す る た め に ， 薄板に注入 し た 上之を 防蟲包板と し て 船底外部に は りつ ける 方没が 考 え ら れ

る 。 こ れ に よれぱ重量 も輕 くi 剥落の お それ もない 點で兩者の 長所を象ね短所を す て たもの とい つ て よ い 。

包 板

銅　　板　 0・3mm

セ ル ロ イ ド板 1mln

コ
ー

ル タ ー
ル 注入板

ク レ オ ソ ー
ト注入板

硫 酸 銅 注 入 板
コ … バ ーベ イ y ト 注
入板

ビ ニ ロ
ー ズ 注 入 板

合成樹脂接着劑注入

板

鰮 油 注 　入 板

．重 量

　　　 包板轌　2醸
處理前
　　　 附　後 ， 水　後

401　　　　986　　　　135。S

3B7　　 531　　 702

16碧．5　 199．7　 321．7

176．3　　　206．8　　　355．O

l48．9　　1？7．5　　318．9

153．0　　191。5 　　304．9

159．7　　　197●3　　　226．8

163．1　　202・9　　213 ●2

1？0．5　 204。7　 307．4

1
重　 量 　堰　 加

騨舅饗水tt合 計

585　　　　372　　　　957

ユ44　　 191　　 33与

37．2　　工22．0　　159．2

30．5　　148．2　　178．7

28．6　　ユ41．4　　17Q．0

、38畳5　　113。4　　15  9

37．6　　29．5　　67．1

39．8　　　10．3　　　50．1

34．2　　 102．7　　 136．9

2 年tt
’
）fk後 斷

一．
面

幽
穫

　　 1U　cma 當 り

簸
板孑L

騰 欝
孑

畷
喰
蓄1

006551

．

4340e39

oo6

．64

．23

，
’
50

．1D

　
鹽

o0

劃りμ

90

凶

B830016

　

　

7L4

　

　

ロ
　
ロ
　
　

ΩvO421

一

4ロ00

　

09

ロー

　　 備考　1） 銅板 ，
セ ル ロ イ ド板 は 3 × 1  × 3cm の 杉 板 を内 板 と し ， 他 は 15　x 　10　x3cm の 杉板 を 内板 と　　　　　　　　　　　 〆

　　 　　 　　　 し た 。

　　　　　 2） 銅 板 丿 セ ル 囗 イ ド板 は そ の 取 付 の 隙 聞 よ り 海 水 が 浸 入 した た め 吸 水 に よ る 重 垣 揖 加 が 大 で あ つ

　　 　　 　　　 た 。

1年間無被害の もの 醐 楓 セ ル 戸 イ ド槻 ク レ オ ソ ー駐 入鱗 硫酸銅注入塀 勘
バ ーベ イ ゾ ト注入 砺

ビ ニ ロ
ーズ注入 板 ， 合成樹脂攀着劑注入稼で あつ た。

　　　
’
　　　 、　　　　　　 13． 合板 處理賢驗の 綾果

近年合板船 の 製作が よ うや く具體化 し來 つ た が ， 之 は木材利屠摩 の 高い こ と t 船體彈度 の 大な る こ とで將來釜

凌 使雨され る で あ ちうと思われる 。 筆者等が合咸樹脂接着麹を選ん で 防蟲慮理を試み た意昧の
一牛は合板船饗作

の 合理化 に あつ た 。 …突に そ の 結果を詫す と

外 側 板

ク ソ ゾ ー
ル 注 入 板

硫 　酸　銅　注 、入 　板
べ 一 ク ラ イ ト 注 入 板

合成 樹 脂 接 蒲 商 注入 板

鰮
’

油　 注　　入 　 板

浸水時重量 gr・

8395142137109

2年浸水後重量

ヱ461001147143151

吸 水 に よ る 1斷醋 … m ・ 2鱗 縦

・
重 量 壌 加 ド再癜 孔敷

1

内融藜颪 積

6556

蚣

．
18

　1003

01

　

　

卩
0

20000

　　 備 考 1：1 三 枚合 せ と し 軸 × 20xO ・Scrn と す る 。 接着は カ イ ゼ イ ン を用 い 没 。

P」ち合板膿 作 の 際適當な外側板を邏ぴ之を合蘭 脂縮 劑を用い て 簾 頃 板を
マくる とす超 懸 裝 砲 板

も不 用 な而水醗蟲性 の 船體を つ くる 可能性が あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　 14．．結
’
　　　 語

　熱上添べ た諸賞静結槃を要約 して 鬪 に 示す と算 4 圖 を得る 。 之に よっ て 合成樹脂接着剃 の 優秀な防蟲力 と之 に
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第　　4　　翻 、
、》

淒
装
虞
理

中
間

層
虞
理

．

入

虞
鑑

セ

鼠
處
理

　　　 　　　　　　　　　　　 A 　　　　B

　　　　　　　　 ，　 ．　　 口 呱 ポ加 重準

俘
ー
う防水性とを 知 る こ とが 出來 よ う。

C　　
lI

》、
層

刪醜 加重率

E

−
■触 轄 孝

．
F

畑 究 は 早急に翻 すべ ぎ曲 を 以 て なされ た た め に 洽 鬮 脂各種鍮   系統的比較研究に ま で 潜乳 得

な か つ たが ． 本年度 よ り之に着手 して 最 も實用的な組成 の もの を 知 りた い と希望して い る 。

　　　，　　　　　　　　　ロ　　　　
　　　ら　　　　　 ・　　　　　　 15．．參照 した主要 な文献

Atw 。。 d，
　W ．　G． 1922　M ・・i・・ b・ ・ e … Am ・S・c ・．　

Ci・ il・E ・g・Pr ・c・・48・PP・140gf− ln4
・　7　figs

Afw 。。d，　W ．　G ．・hd　J・h・ ・ n 、　A ．　 A ．1924．　 M ・・in・ ・truct・・e ・・ th・ir　d・teri・1・ti・ n ・nd 　p・ese
’
寸・’

　　　ti・・ ．　R ・p。・t ・f　th・・ c ・mmittee ・・ 皿 ・rin・ pili・g　i・ v・stig ・tig… fthr　d ・ isi°n °f　engtnee 「’ng

　　：・nd ・i・d ・ st・i・l　re・e・・ch ・f　th ・ N ・ti… 1
、

R ・ Eearch 　 C。 … ；ir　534・PP ・・ 168　figs・

　Bar．　ows ，
　 A ．　L ．1917．　An　unusual 　cl　tens　oh 　of 　the　shipworm 　in　San　Francisco　Buy，　 C鼻lifornia．

　　　Un
’
v ．　 Ca ！

’
f．　PubL 　Zool．，　18，　 pP ．27F43 ．　

’

Bl。皿 ，　H ．　F．1922．　O 。
・ th・・ eff ．ct 。f　l。 w 謝 血 ity 。n　T・・

’
・d… av ・ lis： U ・i・・Calif・P・ bL　Z 。。1・・

　　　　　　　　　　　　　　　　 L
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　　 s22 ・　PP ・　349− 368，　4　 f　gs・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

Calm 　n ・W ・T・1919．　 Marine　boring 　animals 　injurious　tO　subm ・・rged 　＄tructures，　 Brit．　 Mus ・Nat

　　 Hist。，

’
Econ ．　 Ser．，　10，　35　 pp ．，　21　 figs．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ガ
Christian ，　 E．　 S．　 915．　 Destruction 　of　timber 　by　 marine 　bore 　s．　 Railw ．　 Age ， 5S，　 pp．162− 163。

Dore ，　 W ．　 H ．　 and 　 MUIer ，　 R ．　 C 、1923r　 The 　 d ，ges
「・io； of 　 wood 　 by　 Tereclo　 ncav αtis。　 Univ．　 Ca！if．

　　 Publ．　ZooL ，
．22，　PP．　383−−400，　PL　18。

Gardner ，　 H ．　 A ． 1923　Marine ．borer　paints．　 Paint　Mfrs．　 Assoc．　 U ．　S ．，　 Tech ．　 Circ，，176，　 PP ．217
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ
　　

．− 219，　8figs．

Harington ，　 C．　R ．1921　A　note 　on 　the　physiology　ef　the　s，h
’／pworm （Terede　norveg

’icα）．　Biochem ．

　　 Jouri．，　15，　i）b．　736− 741，　1　fig．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
噛

．Hil！，　C．　L．、　a ！id　Kofbld，　 C．　A ． 1927　Marine　borers　and 　their　relation 　to ！haTine 　construction 　on

　　．She　Paci丘c　 cqast 。　 F   al 　 report 　 of　the　Sm 　FrancEsco　Bay　Marine　pili．g　Commit 亡ee ， 357　pp ．，

　　 143figs．　　　　　　　　　　　　　　 ．　　 ．、　　　　　
、
　　　

，

今井丈夫 ， 畑申正 吉、 橋 本 正 雄 ．1944穿孔期 の 船喰蟲幼蟲に關す る 笥 三 の 觀察 。

．
科學 ， 14， 285− 386 頁 。

岩佐正夫　194ま船喰蟲に 關す る動物學的研究綜合抄録

Kofoid ，　 C ．　 A ．1921．　 The 　marine 　 borers 　of　the　San　 Francisco 　 Bay　regio ロ．　 Report　 en 　 the　san

　　Franciscs　Bay 　Marirre　Piling　Su．rvey ，1，　pp ．23− 61， 36　pls．， 1f ｛g．

近藤泰夫 ・石井文雄 ．1944− 1945南洋塵木材に關す る 研究　第 ユ報一第 5報

黒沼勝造　1931B 本産鷲喰蟲　ヴ イ ナ ス ， 294− 304 頁 ，
2圖版 。

Miller，　 R ．　 C． 1924　The 　borlng 　mechanism 　of 　Teredo．
「Univ．　 Calif．　 Pub ！．　 Z σ01．， 26，　 pp．41− 80

，

　　 Pls ．　3− 6
，　6　 ijgs．

理 Uer
，
　R　 C ・and 　Boynton・LC ．1926．　Digestion　of 　wood 　by　the　Shipworm 。　 Science，63・P・524・

森　主
・．．・ 1945 コ ・一ル ．タール ク レ オ ソ ー

ト油注入 材 の 木船喰害勦物防除法 と し て の 利用 ， 京大生理 生態 35號

日本學術振興會第 22 特別委員會 1943− 1944 木船蟲害防除研究者蓮絡通 信 ，
1− 11 號 。

日本學殉振興會第   轉別委耳會 手『
44 中間報告 ．

大 島重毳 194　 船底塗料

大島泰雄 1959 木板被覆材に於け る．フ ナ ク ヒ a シ の貫通窮 Lに就て1水灘 雜誌 ， 8， 3a77348 ’
頁。

Schrenk，」｛。1．　von ．1922　Destructive　action 　of　marine 　borers．　 Can 。　Eng．， 43 ，
．pp．360− 392 ．

Shackelし　L 。　F。　1914　The 　co 【pParhtive ．toxicity　of　coal −tar　creosotes 　and 　creo30te 　distillates　and

　　of　 individual　 constituents ：for　 the　 marine 　wcQd 　 borers 勘 Zo姆 α．　 Am 。　 Wood 　Pres・Assoc・

　　 Proc．， ．1工，　Pp．　233− 247，　9　figs．

Sigerfoos・C・P・工908．　Natural　history，　 organizatio ユ and 　late　development　of ・he　Teredinidae・pr

　　sh
．
pworms ．　 BuU ．　U ．・S ．　 Bur ．　 Fish．，27，　pp ．，ユ9工一231，；ls．7− 2L

Sm
．
th ・C・S・1903．　 Pre　erva ．tion　of　piling　 against 　ma

．ine　wood 　borers．　 U ．　 S．　 Forest　 Serv・Crc り

　　128，　PP 。　1−−15，　f．gs、　1− 5。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
椙 山正雄　1944　木造船及び海中建浩物 の 蝕害防正法 ．（豫報）資源科墨研究所彙艱 7・ 33『59頁 。

瀧 巖・波部忠重 　1945　日本饉≒ ボ ガ ヒ 超科 の 分類 ， 貝類學雜誌 14
，

108− 117 頁 。

TeeSdale
，
　 C ．　 H ．　 and 　Shackel，

　 L ，　 F． 19工7　F．　eld 　 tests　 made 　 on 　 oil 　 treatment 　 of　 wood 　 aga
’
n ・3t

　 ．
marin ・ b。・・ ．・・E・ g・N ・w ・　 Rec ・・ 79

・ PP ・833−−837， 6・fig・．
，
　g　t・も・・

討 論

D島灣 成信君 船 喰蟲 の 幼 蟲 の 大 き さは ど の 位で し よ う か 。 又 壁 を自 由 に 通 る も の で し よ うか 。 實際 に 入 っ だ

　孔 が 小 さ い の に 中 で 生 長 して い る事 が あ り，あ る 時 に は 外 側 か ら 孔 が 杢 然 見 え な い こ と、な ど あ つ た の で す が ，

　そ の 邊 の こ と を御歡 添 願 い 度い と思 い ま す 。

O 馬渡
．
靜夫君 ・幼 虫 の 大 き ざは 大 齢 0・31nm ピ ン の 先 位 しか あ り ま せ ん か ら殆ん ど侵入・し た 孔が見えな い 事

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工
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が あ ” tt 。
　 asし 中 に 喰入 PEt ．と 日本 に ・・る樋 の も の で 直徑 5〜7m 長 さ 10〜15 ・ m

噛
に め び 南方 で は 大

e、tr も の は 直徑 2 ・m ， 長 さ
・
ヱm を超す も の も あ Vt す ・ 南方 の もの は 躰 の もの よ 咽 力で ・ 内 地 で 勲

す る と抵 抗 力 の 壷い 木材 で 楠 方 に 持 つ て 行 く 嗷 果 が あ り ま

’
せ ん ・ 例 え ば 鐵木は 日本 で は 殆 ん ど 喰 わ 練 せ

ん が ， 南方 で は 之 S 喰害 さ袴 す し 表 面 に ピ ツ 珊 を か Ptせ て も南方で は 殆ん ど鰍 に な り ま す・
そ の 幼 虫 は

侵入 す る時 ピ y ス と 9 う軟 い 紐 の eCU も の で vaを 2S え 小 さ な 貝 殼 を 動 か し て ・そ の 一部 に あ る ギ
．
ザ t

’
ザ し た

　齒で 孔 を明け る の で す
。 木造 船 の 塗料 をい ふ 加減に 塗 つ た斯 と か ， 塗料の 剥げた 所 と か 木 と 木 と の 隙 間 な ど か

　ら 喰 い 込 ん で 害 をす る事 が 多・い の で す 。 幼 虫 は 胎 生 又 は 卵 生 で 孵 え る と水 中 を 自 出 に 上 下 に 泳 ぎ 木 材 の 水 や ア

　ル コール に 溶 け る 成 分 に 集 り ま す。

O 南波松太郡君　無喰虫 は 眞 水 に は U・fSい の で す か 。

O 馬渡 靜夫君 淡水 に は 居ませ ん 。
又 之 を淡 水 中 に 入 れ る と 温 度 iく 依 り違 い ま す が ， 冬 は

一
遡 間位 7 夏攣永 温

距   2瞳 に な り ま す と 2 − 3 日で 死 rc　gす ・臨 矧 き上 げ て 乾灘 舷 ・ て も一週雕 壁
きて 脚 ま す・

O 融 松螂 君 そ うす る と 時 刷 臥 る と害 を動 藤 渺 v’譯で 鍋

碼 渡 鏃 君 淡 ホ 臥 締 と 蛇 囎 を 引込 め 2抛 ・・ レ ツ s一と 言 妬 纈 眺 ・た 繝 め て 廨 う の で 直

ぐ死んで 仕鋤 ． と は ev ま せ ん し 例 え 死 ん で も穿・
壊 孔 は そ の ま 媛 ・ ま す カ・ら 鱧 轍 は 囘 復 し ま せ ん ・

O 南浪松太 郎君 　比 較的堅 い 樹 脂 類 を 張 つ た 時 ・ か き ア ふ じつ ぼ，海蘗類 は 附着 し ま す か o

O 馬 渡 as夫君 囎 と vene・ は 原理 が 全 く逹 い ます か ら 別 の 撫 を と る べ き だ と 思 い ま す ・ 附 着 物 は や は り水

銀系統の 毒劑 を使 つ た 方 が よ く， av オ ・ 一
トは 脇 か 好 い と 言 猫 果 f・’fHて ま u・りま す が ・ 2號船麟 料 に

　は 及 び ま せ ん 。 喰害防 止 法 を と つ た 上 に 防汚 塗 料 をぬ る ｛ き で す 。

O 島津 正 信 君 移動 し て い る もの と 誨 水 に 靜 か に 置 い て あ る もの と で は 附着 の 仕加 嗹 う と 思 い ま す が ど う

で す か ． 木齢 で ec玉 繝 に あわ ぬ の で 2 〜3 ケ 腱 ・巖 ほ つ て 置 … た or・潮 羊材 1 チ ーク 髄 使 肌 塾 幌

　 り
．
海繝 舷 ズ ブ ズ ブ に 成 つ て し ま つ

≧と 言 う例 が 多 くあ り ま し た・

　　憂 融 君 機 關 が rm　trc　eb 　vaの で 繋 い
・
・ 置 い 繝 に 殆 ん ど 歓 立 た ぬ 位 ま 噸 害 き れ た と 言 う X い 櫨

　は しば しば 戰爭 中繰返 され た 所 で す
。 船 喰 虫 の 幼 虫 は 矢 張 り沿 岸 に 多 く居 る もの で す か ら 大洋航行 中 は つ きま

　せ ん 。 碇泊 中 に
一

旦 附 着 すれ ば 其 の 後 は 航行 中で も ド シ ド シ 成長 し て ，何 う に も 仕様 が な くな り ま す 。

。 蟹 （常飆 豆圃 一言 私 か ら 御歡 申 上 囎 す謬 曙 蹴 て は 木 緲 方 で は 以 前 力・ら 非常 に 惱 ん で い 鱇

鱇 實 で ， 之 に 對 し ま し て 合黼 勵 ・吸勲
・少 い と 訓 嬢 を熟 て 虫 害防止 上 非常 に 嫐 で あ る と 言 うe「va

軅 め らt・k ． 只 今鏃 して ・・t… ’
き ま し た 事 は 木 齢 の 將榊 ・大 ts　7． 光 明 を歟 らtLk，Las だ と 思 い ま 「「・

　
’之

力浣 全 な 鵬 劑 と 折 紙 が つ き 併 せ て ・ ni −f・ uli ・ g に 樋 當 t・ t の が 得 ら 恢 な ら ば・木 麟 躙 し 非 常轍

果が あ る と思 い ます詮 後 蛤 威餬 旨‘蹴 て 成 分 絶 効 ・ え て 鯲 を さ・a・
・ そ 喊 果 が あ 洶 ま し た な ら更 に

皴 せ 狆 ん 事 罐 み ま す ． 然 し工 業的 1・ 安 く鰍 し て い た 鮒 ・勲 もの で な ・ナ橄 飴 が悪 い の で す ・ ど

　うぞ との 點 をお 含 み の 上 今後御研 究 を お 績け に な ら 劃 成 果 を お 擧げ に な る 事を希望数 し ます 。 拍手を以 て 皆様

　 と 共 に 著者 に 御詮 を 申上 げ度い と悪 い ます a
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